
太陽電池モジュールの性能評価

ロングパルスソーラシミュレータ

太陽電池モジュール設置台

ペロブスカイト太陽電池性能評価

I-V特性測定の例(ヒステリシスの発⽣）

0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

0.08

0.09

0 3 6 9 12 15

Voc-Isc

Isc-Voc

電
流

[A
]

80

100

120

140

160

180

200

220

240

0 50 100 150 200 250

時間/min

保
持

率
/
％

Pm

ISC

VOC

Isc, FFの改善
によりPm上昇

測定前の光照射時間による変化

開放電圧に変化は無し

失活パスの減少 or
⽋陥の減少

ペロブスカイト太陽電池の耐久性評価

0.059A⇔0.088A
14.39V⇔14.0V
37.2%⇔43.6%
ー⇔699Ω

150.3Ω⇔89.6Ω
3.2%⇔5.4%

高温高湿試験(DH試験) 温度85℃,湿度85％

ペロブスカイト太陽電池は、従来のシリコン系太陽電池等とは⼤きく異なる光応答挙動を⽰します。
特に光照射時間に応じて出⼒が変化していくことや、IV特性測定時に電圧掃引⽅向による差（ヒステリ
シス現象）がよく知られています。そのため、結晶シリコン太陽電池の測定⼿法をそのままペロブスカ
イト太陽電池に適⽤しても正しく出⼒評価が出来ません。光源についても、パルス光ソーラーシミュ
レータではなく、定常光光源による測定が求められ、それに応じたIV特性測定⼿法（MPPT等）が求め
られます。
また、耐久性の⾯においては、従来の結晶シリコン太陽電池に⽐べると、ペロブスカイト太陽電池は、
⽔分や熱・光・酸素といった外部ストレスに相対的に脆弱であるといわれており、⻑期信頼性評価がよ
り重要となっております。
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EL画像検査

MPPT(Maximum Power Point Tracking)による出⼒測定
太陽電池への光照射中、常に最⼤出⼒動作点を追従し、時間変化を測定する。
出⼒が⼀定になったとき安定化したとみなす。（ただし光劣化により、安定せず低下し続ける場合もあり）
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MPPTとI-V特性測定を組み合わせた
独⾃の測定⼿法も開発【特許出願中】

⼤型定常光シミュレータ(2mサイズ対応）

『測定だけで終わらない。その先まで共に考える。』
株式会社ケミトックス Test Lab Certs.

#1136.01, #1136.03, #1136.04, #1136.07, #1136.08
ケミトックスはISO/IEC 17025 (試験所及び
校正機関の能⼒に関する⼀般要求事項)に基づき
⽶国A2LAから認定されています。 展⽰パネルのPDF

ダウンロード⽤


